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	参加目的：

　EuOの磁気的研究は60年代から精力的に行われてきたが、近年はスピントロニクス材料の応用の観点から、特に薄膜での研究が盛んになってきている。今回、我々は世界最高性能の磁気的特性を持つEuO単結晶薄膜の作製に成功したので、国際学会で発表したいと考えた。

	会議の状況：

　口頭発表会場は、300人程度の収容人数があり、朝早くからの発表にも関わらず、非常に多くの研究者に発表を聞いていただき、また質問も多くでたことから、大きな自信となった。また発表後も、自身の研究の競合相手と議論することができ、貴重な意見交換ができた。

	成果概要：

　EuOは強磁性転移温度(TC) ~ 70Kを有する希土類酸化物の強磁性半導体である。電子をドープすることにより、TCが約160 K近くまで大きく増大するとともに、TC以下で金属 – 絶縁体転移を示す。今回、我々は、Euの一部を価電子数がより多いLaで置換したLa-doped EuO単結晶薄膜を作製した結果、これまでに報告されたTCよりも大幅に性能が向上したTC ~ 200 Kの試料の作製に成功した。さらに、結晶構造解析、電子状態計算との比較から、このTCの大幅な向上には、格子定数の減少や電子ドープの効果の他に、不純物準位とEu 4f状態間の混成の変化が重要な役割を果たしていることを明らかにした。以上の結果は、これまで注目されていなかった“不純物準位と4f状態の混成”が希土類酸化物において高機能化を引き起こす可能性があることを示しており、磁性研究者に大きなインパクトを与えたと考えている。


